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・正答率は 41.1％で、全国平均より 0.2 ポイント高 

い。 

・無解答率は 23.9％（全国 24.7％）と高い。 

・誤答については、はじめの数にかける数として４ 

の倍数を記述している生徒が 8.7％（全国 8.7％） 

である。 

４ 中学校「数学」 
⑴ 問題番号６(3)  ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：２学年 Ａ数と式(1)イ(イ） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、

成り立つ事柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる。 

 

○ 結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って捉え、見いだした事柄を

数学的に表現できるようにする 

  予想した事柄が成り立つかどうかを、具体的な数や文字式を用いて調べる活動を通して、結

論が成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学的に表現できるようにすることが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ・ある事柄が成り立つかどうかを文字式を基に判断したり、文字式の計算の過程や結果を事象

と関連付けながら、ある事柄が成り立つための条件を見いだしたりする活動を取り入れる。 

 ・解決された問題やその解決の過程を振り返り、条件を変えた場合について成り立つ事柄を予

想してその予想が成り立つかどうかを調べるなど、新たな問題を見いだし解決する活動を取

り入れる。 

学習指導上の留意点 

６ 

 

正答例 

・はじめの数にかける数が３、たす数が４ならば、

計算結果はいつでも４の倍数になる。 

・はじめの数にかける数が７、たす数が８ならば、

計算結果はいつでも４の倍数になる。 

・はじめの数にかける数が４の倍数から１ひいた

数、たす数が４の倍数ならば、計算結果はいつで

も４の倍数になる。 

〈正答の条件〉 

 「〇〇ならば、◇◇になる。」という形で、次

の(a)、(b)について記述しているもの。 

 (a) 〇〇が、「はじめの数にかける数が３、た

す数が４」である。 

 (b) ◇◇が、「計算結果はいつでも４の倍数」

である。 
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・正答率は 34.6％で、全国平均より 2.5 ポイント 

高いが、全問題中２番目に正答率が低い。 

・無解答率は 23.3％（全国 24.7％）と高い。 

・誤答については、ＢＣ//ＡＥのみ（結論のみや 

根拠の表現が十分でない記述を含む）記述して 

いる生徒が 19.6％（全国 19.6％）である。 

⑵ 問題番号９(1) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：２学年 Ｂ図形(1)イ(ア） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうか

をみる。 

○ 観察や操作、実験等の活動を通して、図形の性質を見いだすことや、統合的・発展的に考察

することができるようにする 

  事柄が成り立つことを証明することができるようにするためには、構想を立て、それに基づ

いて仮定から結論を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導することが大切である。  

さらに、図形の性質を考察する場面では、観察や操作、実験等の活動を通して、予想した事

柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることができるようにするとともに、条件を変えるなど

して統合的・発展的に考察することができるようにすることが大切である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・根拠となる事柄を捉え、その事柄を与えられた条件から導く過程を考えるといった構想を

立てる活動を取り入れる。 

・実際に合同な図形を用いたり、図をかいたりするなどの具体的な操作を通して関係を予想

する場面を設定し、予想した事柄が成り立つことを証明する活動を取り入れる。 

・一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、問題の条件を見直したり、共通する条件

や図形の性質を見いだしたりすることを通して、統合的・発展的に考察する活動を取り入

れる。 

正答例 

・△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は

等しいから、 

∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

よって、錯角が等しいから、 

ＢＣ∥ＡＥ 

〈正答の条件〉 

 次の(a)、(b)とそれぞれの根拠を記述し、証明してい

るもの。 

 なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記載

されている程度のものとする。 

(a) ∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

(b) ＢＣ∥ＡＥ 

学習指導上の留意点 
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・全問題中、全国平均より正答率が下回った問題が２問 

あり、いずれも知識・技能を問う設問１と５である。 

・１の正答率は 42.2％で、全国平均より 3.9 ポイント低

い。５の正答率は 45.9％で、全国平均より 0.2 ポイント

低く、無解答率も 8.3％（全国 11.0％）と高い。 

・誤答については、１では０を自然数に含めて解答してい

る生徒が 32.7％（全国 30.1％）と多く、５では累積度数

を求めるところ、誤って相対度数を求めている生徒が

12.6％（全国 11.7％）である。 

⑶ 問題番号１と５ ＜正答率が全国平均よりも低い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：１１学年 Ａ数と式(1)ア(ア） 

                ５１学年 Ｄデータの活用(1)ア(ア） 

評価の観点：知識・技能  問題形式：１選択式 ５短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 自然数や累積度数の意味を理解しているかどうかをみる。 

○ 数学的活動を通して、知識・技能を身に付けることができるようにする 

  数の範囲を正の数と負の数にまで拡張して、数の集合を捉え直す場面を設定し、自然数や整

数の意味を理解できるようにすることが大切である。 

また、累積度数は、度数分布表やヒストグラムを用いてデータの傾向を読み取る際に必要で

あり、累積度数の必要性と意味について理解できるように指導することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・小学校算数科において、整数を０と正の整数を合わせたものとして捉えていたことを振り返

り、中学校数学科では、負の整数に加えて、整数を正の整数（自然数）、０、負の整数と捉え

直し、整数の意味について理解が深まるようにする。 

・累積度数を用いて考察する場面を設定するとともに、不確定な事象についてデータに基づい

て判断する活動を通して、目的に応じて累積度数を用いることができるようにする。 

学習指導上の留意点 

 

 

正答  ウ・オ 
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正答  ９ 


